
 

６月２６日の学習会の様子です 
テーマ：「写真で見る介護保険サービスの理解と活用」 

 
 

 

 

 

 

6 月２６日の学習会の様子です 
 

 

テーマ：「写真で見る介護保険サービスの理解と活用」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

今、あなたは孤独ですか。将来孤独になる可能性は？ 

おひとりさまの生活は、気兼ねすることがなく自由で気楽、という人もいるかも 

しれませんが、実は、「孤独」や「社会的孤立」が、高齢者の健康と寿命に悪影響を与える 

可能性があることが、数多くの研究ですでにわかっています。 

健康な高齢者であっても、「社会的な孤立」と「閉じこもり」が重なると、どちらも該当しない 

高齢者に比べ、6年後の死亡率が 2.2倍に上昇することが、東京都健康長寿医療センター 

研究所の調査で明らかになりました。 

そこで、いつか必要になる時がきても、慌てないように介護保険、介護サービスの事は、 

今から覚えておきましょう。 

まず、 

◆介護が必要かどうか迷った時は自分のお住まいの管轄の地域包括支援センターに 

連絡して相談してください。 

① 公的介護サービスは大きく居宅サービス、施設サービス、地域密着型サービスに 

分けられます。 

② ケアマネジャーを決めて自分が望む自立した生活を実現するように介護サービスを 

自分で決めてい行きましょう。 

訪問介護サービス、通所介護サービス、短期入所サービスを組み合わせて 

ご自身に最適なサービスを選択してください。 

そして、お知り合いがいる、住み慣れた地域で暮らし続けましょう。 

感染対策をしっかりとした上で、12 人の方のご参加でした。 

７月も元気にお会いしましょう! 

 皆さんは普段孤独を感じていますか？お一人様の生活は気兼ねなく自由に生活する事が 

でき、ますが、年齢を重ねると、将来に不安を感じる事もあります。健康な高齢者であっても、 

社会的な孤立と閉じこもりが重なると（孤独は健康と寿命に悪影響を及ぼしたりします） 

どちらも該当しない高齢者と比べるとの 22.2倍になる事が調査で明らかになりました。 

そこで、いつか必要になる時がきても、慌てないように介護保険、介護サービスの事は、 

今から覚えておきましょう。 

 

まず、40 歳以上の方は給与や年金から介護保険料を天引き等で支払っているかと思いま

す。 

① 本当に介護が必要かどうか迷った時は自分のお住まいにある地域包括支援センターに 

連絡をする。 

② ケアマネジャの相談は何度でも無料。 

③ 公的介護サービスは 3種類に分けられています。（居宅サービス、施設サービス、地域密着 

サービス）現在、ご家族と一緒にお住まいでも同居の家族が不在とうになる場合は、 

短期入所サービスもあります。短期間でも利用者が施設に宿泊、入浴、食事、排せつなど

の 

介助、レクリエーションや機能訓練などが受けれます。その他に通所介護サービス、 

訪問介護サービスがありますので、ご自身に最適なサービスを選択してください。 

そして、出来れば、お知り合いもいる、現在住んでいる地域で暮らし続けましょう。 

 


